
会 場：

参加費：

日 時：

オンライン開催（Zoomミーティング）

無料

令和３年１月2７日(水) 14時–16時

〔主催〕 公益社団法人日本工学アカデミー九州支部
〔共催〕 公益財団法人九州先端科学技術研究所〔ISIT〕, 公益財団法人福岡アジア都市研究所〔URC〕

〔お問合わせ〕 日本工学アカデミー九州支部事務局 九州先端科学技術研究所〔ISIT〕 山本
TEL : 092-805-3810, E-mail: eaj_kyushu@isit.or.jp

公益社団法人日本工学アカデミー九州支部講演会

新型コロナウイルス感染拡大に対する
高等教育現場の対応と情報通信技術の活用

～プログラム～

〔申込方法〕

参加ご希望の方は，下記の受付フォームより令和3年1月25日(月)までに

お申し込み下さい．

◆申込受付フォームURL： https://www.isit.or.jp/eaj_kyushu_0127/

前日までに，事務局より本イベント（Zoom）の接続情報をお送りします．

15:45-15:50

閉会挨拶 日本工学アカデミー理事

福岡アジア都市研究所理事長, 九州大学名誉教授 安浦 寛人

日本工学アカデミー九州支部長

九州先端科学技術研究所(ISIT) 研究所長 山田 淳14:00-14:05

開会挨拶

15:00-15:45

講演 2 学習管理システムやデジタル教科書システムなどデジタル学習環境が広く
使われるようになり，様々な時間粒度で教育データが蓄積されるようにな
っている．本講演では，教育データを情報通信技術により様々な観点から
分析したり，その結果をフィードバックしたりして現場の教育・学習を支
援する取り組みについて紹介する．特にコロナ禍でのオンライン授業時の
事例について紹介する．

情報通信技術を活用した教育・学習支援
九州大学大学院システム情報科学研究院教授 島田 敬士

14:05-14:50

講演 1

九州大学の新型コロナ対策：学びを止めないために

コロナ禍で大学の授業のあり方も大きく変わってきたが，大事な点は「学
びを止めない」という点である．感染防止という点ではオンライン授業が
有用である一方，対面授業の重要性が改めて浮き彫りになった面もある．
本講演では，九州大学におけるコロナ禍でどのように授業を実施してきた
かについてその概要を紹介する．

九州大学理事・副学長 谷口 倫一郎

~ 休憩 ~

https://www.isit.or.jp/eaj_kyushu_0127/

